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研究成果の概要（和文）：本研究は、西洋医学と東洋医学の医療技術を習得した施術者が骨格・骨盤の歪みを矯正した
ときの効果を統合科学の視座から解明し、医療費削減の一助となる知識を提供することを目的とした。西洋医学の領域
からは、整形徒手理学療法を用い、身体のバランスの崩れや痛みや不定愁訴を訴える大学生を対象に検証し、ケースス
タディであったが腰痛に対する整形徒手理学療法の有効性が確認された。東洋医学の立場からは、礒谷式力学療法の効
果の検証を行なった。被験者には若年者を対象に骨格矯正術を行なったところ、腰椎前彎角において施術後に有意な増
加が確認され、立位時に於ける膝伸筋及び背筋の過緊張を取り除き、疲労しにくくなると結論した。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study were to investigate the effects of the skeletal and 
pelvis misalignment corrections by therapists with Western and Oriental medical technologies and to 
provide information to decrease medical costs. In the area of Western medicine, the Kaltenborn-Evjenth 
concept was used, and we investigated its effects on university students who had physical imbalance and 
pain and unidentified complaints. We found that the Kaltenborn-Evjenth concept had an effect of low back 
pain, and this has been published as a case study. In the area of the Oriental medicine, we investigated 
the effects of Isogai dynamic therapy. Young participants were given pelvis correction therapies, and we 
found that the lumbar lordosis angle significantly increased after the therapies. We concluded that 
Isogai dynamic therapy could remove excessive muscle activities in the knee extensors and back muscles 
during standing and delay the onset of fatigue.

研究分野： 健康・スポーツ科学
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１．研究開始当初の背景 
西洋医学は主に病因－症状の因果関係に

基づく病巣を標的とする治療技術である。こ
れは「原因－結果」分析に基づく科学的手法
であり有効であるものの、それだけでは症状
が改善しない疾患もあり、患者が病院を転々
と巡り歩き、最後に東洋医学などの代替医療
の施術によって症状が軽減する例も数多く
見られる。それらにはストレスなど精神性の
病態が複合的に表出している場合も多く、代
替医療が、症状を病巣（病因）との関係で捉
える以前に、まず精神も含めた人間全体の機
能の乱れ（偏り）と考え、原因をシステム全
体の整合性に求めるところにあるため、多く
の軽減例が見られるものと考えられる。しか
し、西洋医学が疾患の検査による数値化と、
その数値の正常化という明確な指標を有し
ているのに対し、代替医療では心身の整合性
（時にバランスと表現される）に関する目安
や指標は無いため、施術として確立していな
い。それでも身体（例えば姿勢）と精神の間
に関連があることは、座禅や太極拳、気功な
ど数千年の経験が示唆している。 
西洋医学は疾患の検査による症状の数値

化と、その数値の正常化という明確な指標を
有しているのに対し、代替医療では心身の整
合性（時にバランスと表現される）に関する
目安や指標は無いため、治療が科学的に確立
しているとは言えない。しかし、身体（例え
ば姿勢）と精神の間に関連があることは、座
禅や太極拳、気功などで多くの臨床例で確認
されている。 
研究代表者らは身体の動きづくりの理想

的トレーニング法と考えられる初動負荷理
論を長年研究してきた（参考文献２，３）が、
最近、太極拳がその延長上にあり、さらにそ
れが精神の変革にも関与するということを
経験した（参考文献１）。これは「身体の動
的変化に伴う精神活動変容のバイオメカニ
クス研究」として別途発展させつつあるが、
一方で「身体の静的（骨格・姿勢）変化」が
身体の動きと精神に影響を及ぼす臨床例も
ある。そこで、本研究は後者について、代表
的な施術方法として理学療法（西洋医学）と
磯谷力学療法（東洋医学）を選定し、骨格矯
正による身体および精神の変化を検討した。 
 
２．研究の目的 
徒手療法：腰痛患者の疼痛改善に対する徒手
療法の施術方針として、疼痛部位だけでなく
周辺関節のアライメントや可動性の異常を
総合的に改善させ、疼痛が顕著な関節に対す
る外力の集中を分散させる主義がある。これ
までに、疼痛の軽減や施術対象項目の改善を
示した上で臨床推論の妥当性を検討した報
告はあるが、施術期間中の経時的変化、なら
びに脊柱機能の変化との関連性は詳細に検
討されていない。そこで本研究は、徒手療法
によって疼痛が軽減した慢性期非特異的腰

痛者の症例を基に、疼痛および脊柱機能の変
化とその関連性を検討した。 
 
礒谷療法:磯谷式力学療法では、左右股
関節角度の違いに拠る左右足の長さの
違いが身体に影響を及ぼすことが様々
な病気を引き起こす原因になると考え
ている。従って、磯谷式力学療法の目的
は、股関節に生じる捻じれを矯正して左右の
脚の長さを揃えることで、骨格系の正常な生
理機能を導くことである。これにより、身体
のバランスが再び保たれ、様々な疾病の
予防にもなると考えられている。礒谷療法
は 70 年に及ぶ施術の歴史を通して、数
多くの患者の股関節角度の調整による
身体への影響について臨床例を積み重
ねてきた。しかしながら、磯谷式力学
療法の施術効果に関する科学的な検証
作業は未だ不十分である。本研究は、
磯谷式力学療法による骨盤矯正の短期
的な脊椎彎曲矯正に対する施術効果を科
学的な手法を用いて検証した。 
 
３．研究の方法 
徒手療法：被験者は立位体前屈位または後屈
位で慢性的な非特異的腰痛を訴える成人男
性４名(21～30歳の成人男性4名)を対象とし
た。被験者は整形外科医の問診後、週 1回の
頻度で 6週間、理学療法士による徒手療法を
受けた。1回の施術時間は約 40 分とした。施
術は、①胸椎・腰椎椎間関節および仙腸関節
に対するマニプレーションまたはモビライ
ゼーション、②ハムストリングス、腸腰筋等
のストレッチング、③腰仙関節に対するスタ
ビライゼーションを症状に合わせて施行し
た。加えて②、③をホームエクササイズとし
て被験者に行わせた。 

 
図１．ホームエクササイズ例 

 
被験者の主観的内容について、VAS (Visual 
Analogue Scale) で痛みを、ODI (Oswestry 
Disability Index) で日常動作に対する腰痛
の 影 響 を 、 PSFS (Patient Specific 
Functional Scale) で腰痛によって感じる日
常動作中の制限や困難さを評価した。身体機
能については、FTF (Finger to Floor) で前
屈可動域を、開眼および併願での Stork test
で片足立ちのバランス機能を評価した。また、
Spinal Mouse(Idiag AG)で直立姿勢時、前屈
時、後屈時の脊柱形状を評価した。これらの



評価は、毎回の施術前後、および全 6回の施
術を終了した 3～5日後の計 13回行った。【倫
理的配慮、説明と同意】早稲田大学「ヒトを
対象とする研究に関する倫理委員会」で研究
実施の承認を得た。被験者に対し本研究の趣
旨を十分に説明し同意を得た。 
 
磯谷療法：本研究には健康な成人男子 18 名
が被験者として参加し、施術群（9 名）と対
象群（9 名）に割り当てられた。施術前に、
Spinal Mouse を用いて両群の胸椎後彎角と
腰椎前彎角を計測した。施術群は、礒谷式力
学療法実践歴 12.5 年の礒谷式力学療法法術
師正師範により、4 種類の施術方法：股関節
矯正（図２a）、骨盤矯正（図２b）、脊椎矯正
（図２c）、スクワット運動矯正（図２d）が
施された。対象群は、Borman et. al が 2011
年に Physiotherapy theory and practice に
て発表した座位ストレッチングと立位スト
レッチングを研究者指導の元で行った。それ
ぞれの施術後、両群の胸椎後彎角と腰椎前彎
角を再び測定した。測定は各 3回行われ、そ
の平均値を解析対象とした。二元配置分散分
析（群×時間）を用いて要因の効果と交互作
用を検定した。有意な交互作用が認められた
場合、t 検定を用いて群間比較を行、対応の
ある t検定を用いて時間比較を行った。全て
の検定におけるαレベルは 0.05 とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２．４種類の施術方法 
 
４．研究成果 
徒手療法：いずれの被験者も深刻な神経症状
は確認されなかったが、慢性的な腰痛や違和
感（被験者 Aと B）、長時間、座位などの姿勢
を保持していると痛みを感じる（被験者 Cと
D）といった腰痛症状を訴えていた。 
問診で痛みによる前屈動作の制限を訴え

ていた被験者 A は、3 回目の施術前後から症
状の改善が見られ、施術期間の前後では VAS、

PSFS、FTF test、および前屈時の脊柱可動域
は大幅に改善した。被験者 B も VAS、PSFS、
そしてODIといった主観的評価に改善が見ら
れ、日常的に感じていた腰部の痛みや違和感
が軽くなったことでこれらの改善がもたら
された。一方、被験者 Cは当初感じていた後
屈時の痛みは改善されたが、それ以外の変化
は見られず、被験者 Dはそもそも痛みをほと
んど感じていなかったため、各数値とも大き
な変化はなかった。また、バランス機能評価
として用いた Stork test は開眼課題では被
験者 Cと Dの持続時間が向上し、閉眼課題で
は全被験者とも顕著な変化はなかった（学会
発表１）。 
 
磯谷療法：施術およびストレッチング前の胸
椎後彎角及び腰椎前彎角には施術群と対象
群間で有意的な差が認められなかった。施術
群において、腰椎前彎角は施術或後 21.2±
5.9 度から 25.1±6.9 度に有意的に増加した
が、胸椎後彎角は施術前 36.8±6.9 度、施術
後36.1±6.5度と有意的な変化は見られなか
った。対照群においては、ストレッチング前
の胸椎後彎角は 40.0±5.7 度、腰椎前彎角は
24.4±6.3 度を示し、ストレッチング後の胸
椎後彎角は 39.8±5.7 度、腰椎前彎角は 24.0
±8.0 度を示し、有意差は見られなかった。
本研究明らかにされた腰椎前彎角増大の効
果として、立位時における膝関節伸筋群およ
び背部筋群の過緊張が取り除かれることで、
同筋群の慢性的な疲労が改善されると考え
る。この施術効果は特殊な用具を着用せずに
得られるため、高齢者にも有用であると期待
される。つまり、高齢者の日常生活の活発化、
行動範囲の増加が十分に考えられることか
ら礒谷式力学療法は高齢者の健康面及び精
神面の改善効果を発揮すると期待される（学
会発表２，論文１）。 
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